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研究成果の概要（和文）：　世界に先駆け作製したインテグリン α8β1 阻害抗体 (特願 2011-537260)は、マ
ウス肝の実験で明瞭な抗線維化作用を示した。引き続き、インテグリンα8β1について、TGF-βの弱い活性化、
星細胞の活性化に伴う発現、筋線維芽細胞分化を誘導することを見い出した（萌芽研究）。本研究では、医薬へ
の展開の適否を判断するため、1）肺および腎線維化モデルマウスにおけるα8阻害抗体YZ3投与による抑制、2) 
ヒト肝炎･肝硬変組織におけるα8発現、3) 線維芽細胞特異的α8KOマウスの線維化抵抗性、4) 抗体のエピトー
プマッピングの4項目を観察し、有力な医薬シーズであることを確認した。

研究成果の概要（英文）：　The first integrin α8β1 blocking mAb (Patent 2011-537260) we have 
generated showed drastic effects on mouse hepatic fibrosis (Grant-in-aid for challenging exploratory
 research). We have analyzed α8β1 and demonstrated its weak TGF-β activation, expression on 
activated stellate cells, and induction of myofibroblastic differentiation. In the present study, to
 develop the mAb into a medical drug, we investigated anti-fibrotic effects on pulmonary and kidney 
fibrosis of the mAb, α8 expression on human fibrotic livers, anti-fibrotic effect in fibroblast 
specific α8 KO mice and epitope mapping of the mAb, which confirmed a potency of the mAb as a 
medical drug.

研究分野： 内科学、分子病態学
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１．研究開始当初の背景 
	 組織の線維化は、肺線維症、肝硬変などの
致死的疾患に繋がる病的な変化である。組織
が何らかの原因で傷害を受けた際には、組織
は生理的に修復されるが、それが過剰になっ
た状態と理解されているが、メカニズムの詳
細は不明である。しかしながら、組織におけ
る過剰なコラーゲンの沈着は共通して認め
られ、線維化形成の基本的な反応と考えられ
る。コラーゲンの産生は線維芽細胞から分化
した筋線維芽細胞がおもに担っている。筋線
維芽細胞は α-smooth muscle actinを発現し弾
性を獲得した特殊な線維芽細胞で、正常組織
には存在しない。 
 
２．研究の目的 
	 線維化の進行を根底的に止める方法は現
在なく、死亡の原因となる病理変化の約半数
を占めるとする報告がある。近年、ようやく
線維症を適応とした薬剤が認可され治療に
使用されるようになったが、進行の程度を抑
制するに留まる。そこで、線維化のメカニズ
ムを良く理解した上、より有効な薬剤の誕生
が待たれている。我々は、マトリックス受容
体インテグリン α8β1の阻害抗体 YZ3を作製
し、線維化に対する効果を検討したところ有
効性を認め、機序も一部解明した (萌芽研究
H24-25)。本研究ではその有効性に関する検討
をさらに進めることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
	 以下の 4点について検討した。 
1）肺および腎線維化モデルマウスにおける

α8阻害抗体 YZ3投与による抑制 
	 肺はブレオマイシン投与、腎臓は尿管結紮
により線維化を惹起、同時に抗体投与を開始
した。 
2) ヒト肝炎･肝硬変組織における α8β1発現 
	 肝移植のレシピエントの組織 (n=78)を定
量 PCRおよび western blottingで解析した 
3) α8の線維芽細胞特異的KOマウスの線維化

抵抗性の検討 
	 PDGFRβのプロモーター下に Cre遺伝子を
持つCre Tg マウスと ITGA8遺伝子に lox Pを
挿入した ITGA8 flox/floxを交配して、目的のマ
ウスを作製した。 
4) 抗体のエピトープマッピング 
	 本研究で使用した α8阻害抗体 YZ3および
同時に作製された他の 5つのクローンのエピ
トープマッピングを行った。α サブユニット
阻害抗体の殆どは β-propellerドメインの特定
ループに結合するため、ホモロジーモデリン
グ 3D 像から推察されるループ構造部位とそ
の頂点および宿主 (ニワトリ)と抗原(マウス)
の α8 の相同性を考慮して変異導入し、各変
異体に対する抗体の認識変化を FACSで解析
した。 
 
 

４．研究成果 
1) 肺･腎の線維化に対する YZ3の効果 
	 肺、腎の線維化に関して、ACTA2, COL1A1
遺伝子（それぞれ α-SMA, Collagen Type I遺伝
子）の発現、ハイドロキシプロリン量、病理
所見を指標として、YZ3 の効果を観察した。
両線維化組織において、ACTA2, COL1A1 の
発現量は正常組織に比べ上昇していたが、そ
れは YZ3投与によって抑制された。ハイドロ
キシプロリン量も同様で、さらに病理標本に
おける組織線維化所見も、抗体投与により軽
減していた。 
2) ヒト肝線維症における α8β1発現 
	 定量 PCRによって、ヒト肝組織の線維化と
ITGA8遺伝子（α8サブユニット）発現の関連
を検討した。正常 7, 肝炎 44, 肝硬変 27例の
検討で、肝炎、肝硬変と線維化の進行に対応
して ITGA8発現は上昇した。線維化の指標と
される ACTA2 および CoL1A1 遺伝子も同様
に上昇していた。 
3) α8遺伝子改変マウスの線維化抵抗性 
	 抗体の作用など、これまでの結果は、イン
テグリン α8β1 に線維化を促進する作用があ
ることを強く示唆している。そこで、マウス
で α8 を除去した場合、線維化の程度が軽減
するかどうかを確かめた。全身性の α8 除去
マウスは、腎臓の発生が悪く致死的であるた
め、線維芽細胞選択的に α8 を欠失するコン
ディショナル KOマウスを作製した。線維芽
細胞特異的な Creリコンビナーゼプロモータ
ーとして PFGFRβを用いた。四塩化炭素誘導
肝線維化をこのマウスで確かめたところ、線
維化形成の程度にwild type mouseと比べて違
いはなかった。線維芽細胞において α8β1 が
機能していなくても、線維化は正常に形成さ
れた。このことは、線維化形成にとって α8β1
が重要でないこと示すと考えられた。しかし
一方で、別の考え方として、線維芽細胞が
α8β1 を発生時からを欠損した状態でマウス
は成長しており、他のインテグリンおよびそ
の他の分子により、α8β1の機能は完全に代償
されていると考えられた。従って、α8β1の機
能阻害が線維化の抑制に繋がるか否かは、線
維化の形成中あるいは形成開始と同時に機
能を失う状態で確認する必要があると考え
られた。 
4) 抗体のエピトープマッピング 
	 今回の一連の研究で、中心的役割を果たし
たのは、α8阻害抗体である。インテグリン阻
害抗体の生体内での効果は、作用様式によっ
て異なるともいわれており、α8阻害抗体が競
合的かアロステリックかを知ることは重要
である。エピトープの同定は、その作用の差
を反映すると考えられるため、得られた 6ク
ローンのエピトープを同定した。6 クローン
は CDR のアラインメントから 3 種類に分類
され、クローン YZ3, YZ5, YZ26の 3種のエピ
トープを同定した。インテグリン αサブユニ
ットには βプロペラドメインがあり、概ねそ
の一部に阻害抗体は結合する。そこで βプロ



ペラドメイン内の個々の結合可能ループに
変異導入を行い、抗体の結合性の変化を確か
めたところ、YZ3と YZ26はW2:41に結合し、
YZ5 は W2:41 と W3:34 の二つのループに結
合した。今後、臨床的に有用な抗体を得るた
めに、重要な情報となると考えられた。 
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